
1212
平成17年

下妻市章

広報
第596号
毎月10日発行

発行/下妻市役所・総務部秘書課　〒304-8501  茨城県下妻市大字本城町2-22　☎0296-43-2111　印刷/坂入印刷所
URL  http://www.city.shimotsuma.ibaraki.jp/　E-mail  info@city.shimotsuma.ibaraki.jp

出バ┌ザズベä暖徳パ全├曙ビカ┈カザ

丈パ比詫½

<膳述プ豆省何比

<溶斜広冫



　第８回合併協議会が、１０月２８日に市役所会議室
で開催され、次の事項について報告並びに協議がされ
ました。

○特別職の身分の取扱いの調整内容について
○非常勤特別職の報酬の調整内容について
○事務組織及び機構の取扱いの調整内容について
○一部事務組合等の取扱いの調整内容について
○消防防災関係事業の調整内容について

○特別職の報酬の取扱いについて [ 継続協議 ]
　特別職の報酬について、引き続き協議され次のと
　おり決定しました。

下妻市・千代川村合併協議会
第８回協議会　10月28日

■報告事項

■協議事項

市長・助役・収入役・教育長
　：下妻市の現行の給与額
議会議員
　：下妻市の現行の報酬額に統一
農業委員会委員・教育委員会委員・選挙管理委員
会委員・公平委員会委員・監査委員・固定資産評
価審査委員会委員
　：下妻市の現行の報酬額に統一

　第９回合併協議会が、１１月１７日に市役所会議室
で開催され、１２月３１日をもって合併協議会を廃止
することが決定されました。

第９回協議会　11月17日

※詳細については、「合併協議会だより」でご覧にな
　れます。

●●S R広報しもつま12月号広報しもつま12月号
　

広
報
し
も
つ
ま
11
月
号
で
新
「
下
妻
市
」

の
組
織
・
機
構
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、今
月
号
で
は
、新
「
下
妻
市
役
所
」（
本

庁
舎
・
第
二
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・
千
代
川
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舎
）
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務
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。

　

一
部
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課
等
が
千
代
川
庁
舎
に
移
り
、
市

民
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皆
さ
ま
に
は
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不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
合
併
に
伴
い
必
要
と
な
る
手
続

き
・
業
務
案
内
・
公
共
施
設
案
内
等
の
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
、「
新
・
下
妻
市
く
ら

し
の
ガ
イ
ド
」（
広
報
し
も
つ
ま
と
同
日
発

行
）
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　

企
画
課　
内
線
２
８
２

　下妻市と千代川村の合併に伴い、千代川村の代表番号（☎
43-5111）と各課の直通番号が廃止され、下妻市の代表番号と
同じ☎４３－２１１１になる予定です。
　これに伴う電話工事の期間中（１２月２９日から１月３日）
は、一部施設で電話が不通となることがあります。
　ご不便・ご迷惑をおかけしますがご理解をお願いします。

財政課 内線 223

　下妻市と千代川村の合併に伴い、１２月
２８日は通常業務を行いながら、また、翌
２９日から１月３日は、休日窓口業務を行
いながら庁舎の引越しを行う予定です。
　ご不便・ご迷惑をおかけしますがご理解
をお願いします。

財政課 内線 223

休日の証明書発行（住民票・印鑑証明書）

18年1月1日～3日は証明書発行業務を停止します。
１２月２９日～３１日：通常どおり午前１０時～午後４時まで行います。
１月１日～３日　　　：すべての発行業務を停止します。
　　　　　　　　　　　（死亡届等の受付は行います。）
７日（土曜日）から休日の証明書発行業務を再開します。
　下妻市･千代川村の合併にともなうコンピューターシステムの統合作
業を行うため、年末･年始の祝休日における証明書発行業務は上のとお
りとなります。ご不便・ご迷惑をおかけしますがご理解をお願いします。

情報処理室 内線 270

合併協議会事務局 内線 321・322

１月から市役所の内線番号が変わります。

正面玄関

市役所の電話番号は

千代川庁舎

千代川庁舎の事務室配置

く ら し の 窓 口 課
くらしの窓口課では、市民課･保険年金課･税務課・福祉事務所・
介護保険課に関係する窓口業務（各種申請･届出）を行います。

－１８年１月４日から－
※一部取扱いのできない業務がありますので、ご確認ください。

☎４３－２１１１（代表）
庁舎の引越しを
行います
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ま
し
た
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平
成
17
年
度
下
妻
市
防
災
訓
練
が
、
11
月
６
日
、
高
道

祖
小
学
校
を
会
場
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
南
関
東
直
下
型
地
震
が
発
生
し
下
妻
市

が
震
度
７
の
激
震
に
見
舞
わ
れ
た
想
定
で
、
高
道
祖
地
区

住
民
約
２
５
０
名
の
ほ
か
、
下
妻
消
防
署
・
市
消
防
団
・

市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
な
ど
の
防
災
関
係
団
体
の
協
力
の
も

と
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

住
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
避
難
訓
練
、
初
期
消
火
（
バ

ケ
ツ
リ
レ
ー
）
訓
練
、
消
火
器
を
使
っ
た
油
火
災
の
消
火

訓
練
な
ど
に
参
加
い
た
だ
き
、
訓
練
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で

あ
る
「
自
ら
の
身
の
安
全
は　

自
ら
が
守
ろ
う
」
を
実
践

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
市
と
防
災
協
定
を
結
ん

で
い
る
、
下
妻
郵
便
局
、
い
ば
ら
き
コ
ー
プ
生
活
協
同
組

合
、
生
活
協
同
組
合
ハ
イ
コ
ー
プ
に
も
訓
練
に
参
加
い
た

だ
き
、
災
害
時
の
関
係
機
関
の
連
携
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
地
域
の
住
民
が
協
力
し
て

「
小
さ
な
火
な
ら
消
せ
る
」
「
整
然
と
避
難
で
き
る
」
と

し
た
ら
、
混
乱
を
避
け
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
や
新
潟
県
中
越
地
震

の
教
訓
か
ら
、
現
在
こ
の
よ
う
な
「
地
域
の
防
災
力
」
の

必
要
性
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

総務課 内線 212

地震は突然やってきます。日本では、『いつ』『ど
こで』地震が発生しても不思議ではありません。事
前にできる「いざという時の準備」は被害を最小限
にします。日ごろの準備が大切です。家族で防災の
意識を高めて準備をしておきましょう。

市では地方公営企業法に基づき、水道事業の業務状況を年２回公表しています。
今月号では平成１７年度の上期分（４月１日～９月３０日）の業務状況をお知ら
せします。
９月末現在の給水人口は２８,９５０人、給水世帯は９,４３５世帯です。

水道事業所 ☎ 44-5311

住民が力を合わせて初期消火（バケツリレー）

防災用品が紹介されました郵便局員による援助物資の配達避難所に集まる高道祖地区住民

消火器を実際に体験しました

住民が力を合わせて初期消火（バケツリレー）

自
ら
の
身
の
安
全
は
自
ら
が
守
ろ
う

平
成
17
年
度

下
妻
市
防
災
訓
練

防災用品が紹介されました郵便局員による援助物資の配達避難所に集まる高道祖地区住民

消火器を実際に体験しました

①家具類の転倒・落下
　防止をしておこう

②けがの防止対策を
　しておこう

③家具や塀の強度を
　確認しておこう

④消火の備えをして
　おこう

⑤火災発生の防止対策
　をしておこう

⑥非常用品を備えて
　おこう

⑦家族で話し合って
　おこう

⑧防災環境を把握して
　おこう

⑨過去の地震の教訓を
　学んでおこう

⑩知識・技術を身に
　つけておこう

地震に対する10の備え

平成17年度の業務状況水道事業の
業務状況を
公表します

予算の執行状況 借入資本金の種類と借入高
区　　分 予  算  額 執  行  額 執行率

収益的収支
収入 909,715,000円 426,430,817円 46.9%

支出 961,931,000円 405,875,810円 42.2%

資本的収支
収入 463,884,000円 44,662,000円 9.6%

支出 1,533,108,000円 263,069,884円 17.2%

借入資本金の種類 借　入　高
財務省財政融資 5,140,699,511円

公営企業金融公庫 473,094,977円

合　計 5,613,794,488円

損益計算書
費　　　用 収　　　益

1.営業費用
280,944,386円

2.営業外費用
124,931,424円

3.経常利益
20,555,007円

1.営業収益
370,019,520円

2.営業外収益
56,411,297円

費用合計　426,430,817円 収益合計　426,430,817円

貸借対照表
資　　　産 負　債・資　本

固定資産合計
7,750,881,054円

流動資産合計
1,523,271,020円

負債合計
106,001,840円

資本合計
9,168,150,234円

資産合計　9,274,152,074円 負債・資本合計　9,274,152,074円



　１１月２０日、今年で１７回目となる砂沼マラソン大会が開催され市
内外から１, ２１８人が参加しました。
　当日は、天候に恵まれたマラソン日和。砂沼湖畔を走る参加者は、と
ても気持ちよさそうでした。
　この大会は、２㎞から５㎞までの短いコースや、親子でゴールをめざ
す「親子マラソン」という種目があり、マラソン初心者でも楽しみなが
ら、気軽に走ることができるのが特徴です。
　またもうひとつの特徴である無料配付の豚汁は、今年から地元産のネ
ギや豚肉そして手作り味噌が材料となってさらにおいしくなりました。

砂沼マラソン大会結果は次のとおりです
■一般男子５㎞の部
　第１位　川瀬　和幸　　阿見町
　第２位　小沢　　真　　ライオンフーヅ ㈱　
　第３位　中村　　誠　　千代川村
■一般女子５㎞の部
　第１位　藤原　朱美　　新治村
　第２位　千田　君子　　つくば市
　第３位　寺崎　和子　　メグ・タク・ショウ
■一般男子３㎞の部
　第１位　青木　佑介　　下妻市
　第２位　増田　　敬　　増田商事
　第３位　町田　和久　　石下町
■一般女子３㎞の部
　第１位　塚田美智子　　アンビシャス
　第２位　飯塚　夕子　　洞峰走友会
　第３位　中村　恵子　　千代川村
■高校生男子５㎞の部
　第１位　大久保仁志　　境高
　第２位　小竹　慎吾　　藤代高
　第３位　塙　　浩平　　土浦日大高
■高校生女子５㎞の部
　第１位　柴崎　三枝　　下妻二高
　第２位　川嶋佐智代　　下妻二高
　第３位　大森　　香　　下妻二高
■中学生男子５㎞の部
　第１位　宮永　雄大　　八千代一中
　第２位　西村　泰彦　　八千代一中
　第３位　佐藤　　良　　八千代一中
■中学生女子３㎞の部
　第１位　船橋　由貴　　八千代一中
　第２位　増田　千夏　　三和中
　第３位　折笠　優希　　八千代一中
■小学生男子３㎞の部
　第１位　鈴木　雄大　　茨城町長岡小
　第２位　横山　達也　　下妻SSS
　第３位　前野　卓哉　　八千代町西豊田小
■小学生女子３㎞の部
　第１位　杉山　弥加　　筑西市太田小
　第２位　中島　愛華　　石下MBC
　第３位　加藤優香理　　千葉県旭町小
■親子Ａ２㎞の部
　第１位　寺崎敏彦・拓海　メグ・タク・ショウ
　第２位　北野裕之・直樹　栃木県羽川小　
　第３位　星野　明・純希　つくば市島名小
■親子Ｂの部
　第１位　寺崎敏彦・愛海　メグ・タク・ショウ
　第２位　野口　徹・達弥　栃木県上三川小
　第３位　大塚仁彦・創　　大宝小

16分16秒
16分22秒
16分29秒

20分12秒
20分40秒
20分47秒

9分39秒
9分47秒
10分11秒

12分06秒
12分24秒
13分25秒

15分13秒
15分20秒
16分52秒

22分54秒
22分54秒
22分55秒

15分36秒
15分37秒
15分37秒

10分09秒
10分22秒
10分25秒

10分16秒
10分38秒
10分45秒

11分06秒
11分43秒
12分09秒

6分40秒
6分40秒
6分57秒

7分13秒
7分33秒
7分52秒

選手宣誓をする須藤さん親子（浦町）

準備体操は念入りに

ペアルックでガンバルぞ！！

走り終えて体が冷えた参加者への
温かい豚汁のおもてなし ※同タイムは着差により順位決定

市職員の給料等の状況
本市市職員の給料と職員数の状況（平成１７年４月１日現在）を公表します。

⑴  人件費の状況（普通会計決算）

区　分 住民基本台帳
人口(年度末)

歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ 人件費率
（B/A）

15年度の
人件費率

16年度 36,430人 10,945,396
千円

528,462
千円

2,047,941
千円

18.7% 19.2%

（注）人件費には特別職に支給される給料、報酬等を含む。

⑵  職員給与費の状況（普通会計当初予算）

区　分 職員数
（A）

給　　　与　　　費 1人当たり
給与費
（B/A）給　料 職員手当 期末・　

勤勉手当
計
(Ｂ)

17年度 227人 897,264
千円

100,036
千円

372,635
千円

1,369,935
千円

6,035
千円

（注）職員手当には、退職手当を含まない。

⑹  職員手当の状況

期末手当

勤勉手当
 ６月期
12月期
　合計

期末手当
1.4月
1.6月
　3.00月

勤勉手当
0.7月
0.7月
1.4月

退職手当
勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度

自己都合
21.00月分
33.75月分
47.50月分
60.00月分

勧奨退職
28.0875月分
43.335  月分
60.99   月分
60.99   月分

（平成17年４月１日現在）

区　　分
下　妻　市 国

初任給 採用２年経
過日給料額

初任給 採用２年経
過日給料額

一　般
行政職

大学卒 172,100円 192,700円 170,700円 184,400円

高校卒 139,100円 149,700円 138,800円 148,500円

⑷  職員の初任給の状況 （平成17年４月１日現在）

⑸  一般行政職の級別職員数の状況
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 計

標準的
な職務
内容

主事補
技師補

主 事
技 師

主 事
技 師

主 幹 係 長
主 任

課長補佐
係 長
主 任

課 長
課長補佐

部 長
課 長

職員数 ０人 ２人 47人 48人 22人 30人 20人 29人 198人

構成比 ０% 1.0% 23.7% 24.2% 11.1% 15.2% 10.1% 14.7% 100%

（注）下妻市職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分による職員数である。

（平成17年４月１日現在）

⑺  特別職等の給料・報酬等の状況

⑻  定員の状況

⑼  定員適正化計画の数値目標及び進捗状況

　  ①部門別職員数の状況

　  ②平成17年の職員数の増減状況

区　　　分 給料月額等 期末手当 備　　　考

給　
　
料

市　長 780,000円
６月期
1.60月分
12月期
1.70月分

合計
3.30月分

左記の期末手当から
市長　　　　　40%
助役　　　　　25%
収入役・教育長 20%
を減額している。　

助　役 630,000円

収入役 590,000円

教育長 590,000円

報　
酬

議　長 420,000円

副議長 380,000円

議　員 360,000円

（平成17年４月１日現在）

（各４月１日現在）

区　　　分 職　　員　　数 対前年増減数
部　　　門 平成15年 平成16年 平成17年 平成15年 平成16年 平成17年

一般

行政

部門

議 会
総務企画
税 務
民 生
衛 生
農林水産
商 工
土 木

5
60
22
29
21
28
5
22

5
61
22
28
22
26
5
22

5
61
22
28
21
24
5
21

1

△2

1

△2

1

△1
1

△2
△1
△2

△1
小 計 192 191 187 △2 △1 △4

特別
行政
部門

教 育 45 42 41 △1 △3 △1

公営
企業
等
部門

水 道
下 水 道
そ の 他

8
9
21

9
9
21

10
8
21

1 1 1
△1

合　　　計 275 272 267 △2 △3 △5
（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、
　　　派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除いている。

増員数 減員数 差　引 主な増減理由

一般
行政
部門

衛 生
農林水産
土 木

1
2
1

△1
△2
△1

欠員不補充
欠員不補充、地籍調査業務の縮小
建設事業の業務量減

特別
行政
部門

教 育 1 △1 欠員不補充

公営
企業
等
部門

水 道
下 水 道

1
1

1
△1

水道事業の事業量増
下水道事業の事業量減

部　門 区　分 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 12～17合計

一 般
行 政

計 画 △1 1 △1 △1 0 － △2
実 績 △2 △9 5 △2 △1 △4 △13
職員数 200 198 189 194 192 191 187

特 別
行 政

計 画 △1 7 0 △1 0 － 5
実 績 △1 5 0 △1 △3 △1 △1
職員数 42 41 46 46 45 42 41

公 営
企業等

計 画 0 0 3 0 0 － 3
実 績 0 8 0 1 1 0 10
職員数 29 29 37 37 38 39 39

総合計
計 画 △2 8 2 △2 0 － 6
実 績 △3 4 5 △2 △3 △5 △4
職員数 271 268 272 277 275 272 267

⑶  職員（一般行政職）の平均給料月額及び
　  平均年齢の状況

区　分 平均給料月額 平均年齢 区　分 平均給料月額 平均年齢

下妻市 325,300円 40.6歳 国 329,728円 40.3歳

（平成17年４月１日現在）

（注）下妻市の平均給料月額は給料削減後の額。

（注）給料月額等は給料等の削減後の額。

総務課 内線 211
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生涯学習課 内線 516

第17回砂沼マラソン大会が開催されました
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市
の
行
事
、
ま
ち
で
見
か
け
た
り

聞
い
た
り
し
た
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だ
い
の
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で
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。
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∭

ニ
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８
回
わ
ら
べ
う
た
・
あ
そ
び
ラ
ン

ド
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
市
立
保
育
園
、
大

宝
保
育
園
、
西
原
保
育
園
、
大〞

ヴ

┮和

保
育
園
の
園
児
85
人
が
参
加
、
色

と
り
ど
り
の
浴
衣
で
歌
や
お
遊
戯

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
素
直

な
気
持
ち
を
こ
と
ば
に
表
わ
し
た

「
口
頭
詩
」
を
８
組
（
16
人
）
の

子
ど
も
た
ち
が
発
表
し
ま
し
た
。

　

鉄
羅
会
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で

「
人
間
形
成
は
５
歳
頃
ま
で
が
大

切
で
あ
り
、
情
緒
豊
か
な
子
ど
も

た
ち
が
育
っ
て
い
け
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

理
事
長
）
に
よ
る
秋
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
、
暖
か
い
陽
気
に
誘
わ
れ

多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
五
所
神
社
通
り

は
歩
行
者
天
国
と
な
り
、
も
ち
つ

き
大
会
や
屋
台
コ
ー
ナ
ー
、
産
直

市
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
も
ち

つ
き
大
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

杵ゼ
┌

を
手
に
、
も
ち
つ
き
の
体
験
を

し
、
つ
き
あ
が
っ
た
お
も
ち
が
無

料
で
配
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
神
社
境
内
の
特
設
ス
テ

ー
ジ
で
は
上
町
寿
会
と
琴
ひ
ろ
会

に
よ
る
大
正
琴
や
大〞
ヴ

和┮

保
育
園
の

園
児
に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
が
演
奏

さ
れ
ま
し
た
。

お
い
て
茨
城
県
教
育
財
団
に
よ
る

遺
跡
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度

は
10
月
か
ら
18
年
３
月
ま
で
の
期

間
で
調
査
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
遺
跡
は
大
堀
東
遺
跡
と
い

い
、
平
安
時
代
の
終
わ
り
頃
の
も

の
で
す
。
現
在
、
全
調
査
区
域
の

約
３
分
の
１
の
表
土
除
去
が
終
わ

り
、
竪
穴
住
居
跡
43
軒
、
溝┞
｠

跡カ
┇

6

条
、
土┈

坑ド
ギ

約
60
基
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
居
跡
か
ら
は
土┎

師ブ

器ゼ

と
呼
ば
れ
る
土
器
や
陶
器
な
ど
も

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
１
日
・
２
日
、
県
な
ど
の

主
催
に
よ
る
茨
城
の
魅
力
を
満
喫

す
る
１
泊
２
日
田
舎
体
験
ツ
ア
ー

　

11
月
23
日
、
五
所
神
社
通
り
で

上
町
商
店
街
協
同
組
合
（
平
間
守

　

樋
橋
地
区
の
小
貝
川
河
川
敷
に

が
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
開

業
を
機
会
に
、
下
妻
市
・
常
陸
太

田
市
・
つ
く
ば
市
な
ど
県
内
10
コ

ー
ス
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
食
と
農
」
を
テ
ー
マ
に
実
施

さ
れ
た
下
妻
コ
ー
ス
に
は
、
佐
賀

県
、
愛
媛
県
な
ど
か
ら
21
名
の
参

加
が
あ
り
、
道
の
駅
し
も
つ
ま
で

の
そ
ば
打
ち
や
ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し

も
つ
ま
で
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
を

体
験
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
ふ
る
さ
と
博
物

館
」
や
映
画
『
下
妻
物
語
』
の
撮

影
地
「
騰
波
ノ
江
駅
」
な
ど
を
見

学
し
、
市
の
担
当
職
員
か
ら
ロ
ケ

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

◆
農
政
課　

内
線
５
３
５

　

11
月
27
日
、
市
民
文
化
会
館
で

わ
ら
べ
う
た
・
あ
そ
び
ラ
ン
ド（
鉄

羅
正
樹
会
長
）
の
主
催
に
よ
る
第

究
・
整
備
を
進
め
る
こ
と
で
す
。

ホ
タ
ル
の
幼
虫
は
、
11
月
14
日
に

大
切
な
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
幼
虫
約

１
０
０
匹
を
、
市
教
育
委
員
会
の

協
力
を
得
て
水
戸
市
の
国
田
中
学

校
か
ら
譲
り
受
け
ま
し
た
。
関
係

者
で
懸
命
に
飼
育
し
、
来
春
に
は

市
内
の
水
路
に
放
流
す
る
予
定
で

す
。

　

こ
の
活
動
に
賛
同
さ
れ
る
方

は
、
会
長
ま
た
は
市
農
政
課
ま

で
お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

　

９
月
１
日
に
「
下
妻
ほ
た
る
の

里
づ
く
り
研
究
会
」（
吉
井
弘
会

長
）
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

会
の
活
動
内
容
は
、
市
内
の

小
・
中
学
生
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
ホ
タ
ル
の
飼
育
を
と
お
し
て

良
好
な
自
然
環
境
を
守
る
こ
と
の

大
切
さ
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
市
内

の
水
路
に
ホ
タ
ル
を
放
流
し
、
今

で
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
ホ
タ
ル

を
た
く
さ
ん
の
人
が
観
賞
で
き
る

よ
う
、
ホ
タ
ル
の
里
づ
く
り
の
研

年
ホ
ー
ム
な
ど
で
週
に
２
日
か
ら

　

11
月
5
日
か
ら
7
日
の
3
日

間
、
岡
山
県
で
「
第
5
回
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」（
愛
称

：

輝
い
て
！
お
か
や
ま
大
会
）
が
開

催
さ
れ
、
茨
城
県
か
ら
は
選
手
団

80
名
（
選
手
46
名
、
役
員
34
名
）

が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
か
ら

は
２
名
の
選
手
が
出
場
し
、
卓
球

の
部
で
本
橋
治
さ
ん
（
樋
橋
）
が

ク
ラ
ス
別
で
見
事
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
、
11
月
25
日
に
は
、
大
会
の

結
果
報
告
の
た
め
金
メ
ダ
ル
を
胸

に
市
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

本
橋
さ
ん
は
９
年
ほ
ど
前
か
ら

卓
球
を
始
め
、
現
在
は
勤
労
青
少

い
。

◆
吉
井
会
長　

☎
44

－

５
７
１
３

◆
農
政
課　

内
線
５
３
６

３
日
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
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古代の住居跡が多数出土

見つけよう 広げよう 子どもの世界

日諏＾♀U％?…U♀〆÷

庶姉煩雇 §›ちづúは

実りの秋を茨城で

卓球の部で金メダル獲得

日諏塚効他

々－U…煩雇



k蹴銚堊l

卿
咼:

坊
級@

U
精
QQ
ね
舜
㏈
研
栖
曽
會
錦
景
∭

は
撝
ご

ぬ
ゆ
ゐ
槢
Ü
の

ぢ
撝
で
だ
わ
ぞ
ö
ù
ち
わ
ね
ú

み
て
と
撝
わ
Ü
ん
ó
ぞ

ぬ:

ゐ:

づ

【
解
説
】　

保
育
園
の
裏
庭
に
、
銀
杏
の

葉
が
ジ
ュ
ー
タ
ン
を
敷
き
詰
め
た
よ
う

に
地
面
に
落
ち
て
い
ま
し
た
。
用
務
員

さ
ん
が
ホ
ウ
キ
で
掃
い
て
い
る
の
を
見

て
、
と
あ
君
は
「
お
じ
ち
ゃ
ん
、
い
っ

ぱ
い
ま
い
た
ね
え
」
と
、
感
心
し
て
い

ま
し
た
。　
　
　

採
集　

板
橋
千
恵
子

　

わ
ら
べ
う
た
・
あ
そ
び
ラ
ン
ド

　

く
さ
ぶ
え
27
集
よ
り

●
越
戸
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
代

表　

須
藤
久
男
さ
ん
）
よ
り
、
福

祉
の
た
め
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
と

９
９
０
４
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

温
か
い
善
意

●
東
京
電
力
㈱
下
館
支
社
よ
り
、

地
域
の
安
全
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
と
防
犯
灯
10
基
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。
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宋

丞:

又:

宋
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〈
敬
称
略
〉

平
成
17
年
度
県
中
学
校
新
人
体
育
大

会
県
西
地
区
大
会

（
10
月
14
日
・
15
日
、
県
西
地
区
内

各
会
場
）

■
野
球

優　

勝　

東
部
中

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

第
２
位　

東
部
中

■
卓
球

女
子
の
部

団
体
戦　

第
３
位　

東
部
中

ダ
ブ
ル
ス

第
３
位　

平
山
真
里
・
横
瀬
真
唯

　
　
　
　
（
東
部
中
）

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

男
子
の
部

団
体
の
部　

第
３
位　

東
部
中

ダ
ブ
ル
ス

第
３
位　

小
村
亮
太
・
山
崎　

卓

　
　
　
　
（
下
妻
中
）

女
子
の
部

団
体
戦　

第
３
位　

下
妻
中

■
柔
道

男
子
の
部

団
体
戦　

第
３
位　

下
妻
中

個
人
戦

60
㎏
以
下
級

第
３
位　

塚
田
健
太
（
下
妻
中
）

66
㎏
以
下
級

第
３
位　

横
島
康
平
（
東
部
中
）

81
㎏
以
下
級

第
１
位　

高
嶋
洸
司
（
下
妻
中
）

第
２
位　

宮
田
秀
隆
（
下
妻
中
）

第
３
位　

柴　

拓
仁
（
東
部
中
）

女
子
の
部

個
人
戦

48
㎏
以
下
級

第
３
位　

横
瀬
千
紘
（
東
部
中
）

第
３
位　

江
面
茉
依
（
下
妻
中
）

63
㎏
以
下
級

第
３
位　

松
崎
真
衣
（
東
部
中
）

70
㎏
超
級

第
１
位　

小
島
美
穂
（
下
妻
中
）

■
剣
道

男
子
の
部

団
体
戦　

第
３
位　

東
部
中

女
子
の
部

個
人
戦

第
２
位　

吉
井
真
実
（
東
部
中
）

県
高
校
新
人
水
泳
競
技
大
会

（
９
月
25
日
、
取
手
市
）

４
０
０
ｍ
自
由
形

第
４
位　

鈴
木
美
香
（
八
千
代
高
）

１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

第
３
位　

黒
須
雄
大
（
下
妻
一
高
）

第
10
回
真
壁
町
近
隣
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会

　

本
資
料
は
、
大
正
14
年
３
月
、

大
字
山
尻
字
馬ば

場ば

坪つ
ぼ

か
ら
完
全

な
形
で
出
土
し
た
「
常
滑
焼
の

大
甕
」
で
す
。
計
測
値
は
、
口

径
49
㎝
、
器
高
61
㎝
、
底
径
16

㎝
、
縁
帯
4
・
７
㎝
を
計
り
ま

び
¿
め
ご
謡
仗
催
大
矧
想
墻
勅
鈷

ｵ

潰と
こ

行な
め

聴や
き

だ
煩お

お

臚が
め

輩
寝
嚏
豆
み
ぽ
や
疹
ふ
嗔
の
ú
よ

:
:
:
:
:
:
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¡
Ü
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:
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疹

ｻ

雄:

煮

ｻ

や
ん
½
績
ふ
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ね
び
咬
兼

副
ふ
¡
Ñ
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粟
野
靖
浩
さ
ん
（
若
柳
・
高
道
祖
道

場
・
東
部
中
学
校
出
身
）

国
体
柔
道
で
日
本
一
に
貢
献

　

第
60
回
国
民
体
育
大
会
が
岡
山
県

で
開
催
さ
れ
、
10
月
23
日
〜
25
日
に

津
山
市
で
行
わ
れ
た
柔
道
競
技
に
、

下
妻
市
出
身
の
粟
野
靖
浩
さ
ん
（
現

在
、
桐
蔭
学
園
２
年
）
が
神
奈
川
県

代
表
選
手
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

粟
野
さ
ん
は
全
試
合
不
敗
の
成
績

で
神
奈
川
県
チ
ー
ム
少
年
男
子
の
部

の
優
勝
に
貢
献
し
ま
し
た
。
会
場
に

は
家
族
や
関
係
者
が
駆
け
つ
け
、
熱

烈
な
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

　

高
道
祖
道
場
や
東
部
中
学
校
で

は
、
日
本
一
の
快
挙
を
大
変
喜
ん
で

お
り
、
粟
野
さ
ん
が
同
じ
下
妻
市
出

身
で
あ
る
塚
田
真
希
選
手
に
続
く
将

来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト

と
し
て
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
22
日
、
ふ
る
さ
と
博
物
館
講

座
室
に
お
い
て
、
展
覧
会
「
地
域
文

化
の
殿
堂
〜
下
妻
市
文
化
団
体
連
絡

協
議
会
30
年
の
あ
ゆ
み
〜
」（
12
月

18
日
ま
で
）
関
連
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

県
文
化
財
保
護
審
議
会
副
会
長
の

室
伏
勇
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
県
内

の
文
化
団
体
に
お
け
る
市
文
化
団
体

連
絡
協
議
会
の
活
動
の
特
異
性
を
、

体
験
談
・
経
験
談
を
交
え
な
が
ら
ご

（
９
月
23
日
・
24
日
、
真
壁
町
民
体

育
館　

他
）

優　

勝　

下
妻
Ｍ
Ｂ
Ｃ

第
20
回
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
砂

沼
カ
ッ
プ
下
妻
大
会

（
10
月
１
日
・
２
日
、
市
総
合
体
育

館　

他
）

優　

勝　

下
妻
Ｍ
Ｂ
Ｃ

最
優
秀
選
手　

塙
江
里
奈（
下
妻
小
）

第
61
回
下
妻
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大

会（10
月
22
日
、
砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
テ

ニ
ス
コ
ー
ト　

他
）

■
一
般
男
子

優　

勝　

倉
持
幸
治
・
飯
泉
武
志

準
優
勝　

大
阪
尚
士
・
田
宮
職
司

第
３
位　

吉
村
友
亮
・
倉
持
翔
太

　

〃　
　

深
谷
航
太
・
塚
田
拓
己

■
シ
ニ
ア
男
子

優　

勝　

根
本
一
夫
・
落
合
和
美

準
優
勝　

小
島　

真
・
中
川　

恵

第
３
位　

矢
口
富
朗
・
早
乙
女
保

■
一
般
女
子

優　

勝　

池
田
知
代
・
中
村
美
緒

準
優
勝　

佐
藤
綾
美
・
桜
井
友
香

第
３
位　

坂
場
涼
子
・
鈴
木
千
尋

　

〃　
　

野
部
真
奈
美
・
大
砂
佐
織

■
マ
マ
さ
ん

優　

勝　

吉
井
弘
美
・
鈴
木
か
ず
み

準
優
勝　

小
野
崎
優
子
・
福
田
玲
子

第
３
位　

飯
塚
み
さ
子
・
大
里
君
子

　

〃　
　

中
山
美
枝
子
・
山
中
祐
子

す
。
器
表
の
色
調
は
に
ぶ
い
赤

褐
色
を
呈て
い

し
、
焼
成
は
非
常
に

良
好
で
す
。
口こ
う

縁え
ん

部ぶ

の
縁え
ん

帯た
い

は
、

頸
部
外
面
に
密
着
し
、
そ
の
位

置
は
折
り
返
し
頂
部
よ
り
下
位

に
巡
っ
て
お
り
、
ま
た
、
折
り

返
し
内
面
は
内
側
に
む
か
っ
て

膨
ら
む
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
資

料
は
、
16
世
紀
前
半
に
作
ら
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

本
資
料
の
よ
う
に
、
中
世
陶

器
が
完
全
な
形
で
出
土
す
る
こ

と
は
県
内
で
も
稀ま
れ

な
こ
と
で
す
。

高
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
は
33
名
が
参
加
さ
れ
、

「
自
主
運
営
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
下

妻
の
文
団
連
の
特
異
性
が
理
解
で
き

た
。」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

市
）

優　

勝　

下
妻
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
Jr

第
19
回
県
西
地
区
マ
マ
さ
ん
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会

（
11
月
13
日
、
柳
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

ば
ら
の
部
（
45
歳
以
下
）

第
３
位　

松
崎
智
美
・
江
連
未
来

　
　
　
　
（
下
妻
ク
ラ
ブ
）

第
29
回
総
和
近
県
家
庭
婦
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

準
優
勝　

下
妻
ク
ラ
ブ

　

平
成
17
年
度
県
芸
術
祭
に
お
い

て
、
次
の
方
々
が
入
賞
・
入
選
さ
れ

ま
し
た
。（
市
文
化
団
体
連
絡
協
議

会
加
盟
団
体
会
員
を
含
む
）

　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
日
本
画
】

◇
入
選　

出
浦
智
枝　

高
橋
宣
行

　
　
　
　

遠
藤
晴
造　

田
崎
き
く
い

【
洋
画
】

◇
入
賞　

堀
江
節
子
（
奨
励
賞
）

◇
入
選　

島
田
し
げ　

椎
名
勇
義

　
　
　
　

古
宇
田
保　

渡
辺
勝
子

　
　
　
　

𠮷
田
茂
男　

鈴
木
隆
保

【
書
】

◇
入
選　

岩
井
京
子　

草
間
正
子　

　
　
　
　

鈴
木
き
く
え　

中
山
昌
子

【
写
真
】

◇
入
選　

阿
久
津
勲　

鈴
木
忠
明

　

下
妻
市
文
化
祭
が
、
11
月
３

日
・
４
日
・
５
日
・
６
日
を
中
心
に

11
月
20
日
ま
で
、
中
央
公
民
館
・
市

民
文
化
会
館
な
ど
７
会
場
で
開
催
さ

れ
、大
勢
の
市
民
が
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
年
の
文
化
祭
も
参
加
者
自
ら

が
企
画
・
運
営
・
会
場
準
備
を
行
う

住
民
主
導
型
の
文
化
祭
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。「
発
表
部
門
」
に
は
、

お
囃
子
・
民
謡
民
舞
・
合
唱
な
ど
12

団
体
が
参
加
、「
展
示
部
門
」
に
は
、

児
童
生
徒
の
作
品
や
絵
画
・
書
道
・

写
真
な
ど
約
４
千
点
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
日
頃
の
成
果
を
発
表

す
る
場
と
あ
っ
て
、
迫
力
の
あ
る
発

表
や
、
心
の
こ
も
っ
た
作
品
が
目
立

ち
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
化
祭
見
学
者
が
参
加
で

き
る
竹
と
ん
ぼ
・
竹
馬
な
ど
の
お
も

ち
ゃ
作
り
、
ベ
ー
ゴ
マ
や
輪
投
げ
遊

び
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
お
茶
の
点

前
な
ど
に
は
、
元
気
あ
ふ
れ
る
子
ど

も
た
ち
が
賑
わ
い
ま
し
た
。

第
17
回
秋
季
県
西
地
区
ミ
ニ
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
10
月
30
日
・
11
月
５
・
６
日
、
古
河

SQ

托

だ
請
方

研
栖
曽
侏
硯
請
の

佼
政
め
½
ù
や
わ

書

叔
短
請
玲
短
泡

匁
槌
?
匁
汝
他

び
¿
め
ご
謡
仗
催
泡
址
雇

座
娵
神
罫
雇
佼
政
め
½
¿
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　公共下水道は、整備することによって生活環境
が良くなり土地の利用価値が高まりますが、道路
や公園のような一般の公共施設と違って、利用で
きる地域の人々が限られてしまいます。
　そこで、公共下水道を利用できる方（受益者）
に建設費の一部を負担していただき、より一層の
整備促進をしようとするのが、都市計画法に基づ
く受益者負担金制度です。

QRQS

保健センター
☎ 43-1990

下水道課
内線 243

わが国最大の感染症であるインフルエンザ。
高齢者や乳幼児は合併症にも注意が必要です。また、
今年は鳥インフルエンザなどの新型インフルエンザも
いつどのように流行してくるか予測がつきません。ま
ずは、基本的にできることから予防対策をしていきま
しょう。

◎なるべく人混みを避ける、こまめな手洗い、うがい
を実行しましょう。
◎家族の誰かが感染したら不必要な接触を避ける。
◎使用後のティシュペーパー入れも専用の袋を用意
し、袋もこまめに捨てましょう。
◎鼻や喉が弱い人はマスクで防御しましょう。

■ウイルスとの接触をできるだけ避けましょう

受益者負担金制度の対象

◎ふだん以上にバランスのよい食事を心がける。
◎特に果物や果汁をたくさん摂りましょう。
◎睡眠は十分に、ストレスは抵抗力を弱めますので　
ストレス発散を心がけましょう。
◎適度な運動を定期的に行いましょう。
◎たばこはやめましょう。喫煙は気道の粘膜を傷つけ、
ウイルスへの抵抗力を弱めます。

■健康的な生活で抵抗力を高めましょう

◎湿度が低いと気道が乾き、ウイルスに感染しやすく
なります。加湿器などで湿度を６０～７０％程度に、
室温は２０～２２℃程度に保ちましょう。

■室内の湿度を高く保ちましょう

接種することで重篤な合併症や死亡を予防し、健康被
害を最小限にとどめることが期待できます。ワクチン
の効果が現れるまでに２週間程度かかるといわれてい
ますので、なるべく早めに接種しましょう。
インフルエンザは、わが国では例年１１月～４月に流
行します。症状の特徴は、３８度以上の発熱、頭痛、
関節痛、筋肉痛などの強い全身症状ですが、併せて普
通のかぜ症状もみられます。症状が出てから３～７日
間は他人へ移す可能性もあるので、熱が下がっても周
囲への配慮は必要です。また、インフルエンザには、
いわゆる “かぜ薬” といわれるものは効きませんし、
自己判断での服薬は危険です。早めに医療機関を受診
し適切な治療を受けること、安静と十分な休養・睡眠、
水分補給をすることが大切です。

■予防接種を受けましょう

◎６５歳以上の方
◎６０歳以上６５歳未満の方のうち、心臓・腎臓・呼
吸器機能に障害のある方、ヒト免疫不全ウイルスに
より免疫機能に障害を有する方

■■市では予防接種法に基づき下記の方を
対象に公費負担を実施しています■■

＊市外の医療機関での接種を希望する方や、ご不明な
　点がある方は、保健センターまでご連絡ください。

⑴公共下水道の整備によって、利益を受けるすべ
ての土地に対して賦課されます。
　（公道などは除かれます。）
⑵土地の面積は、土地の公簿によります。
⑶受益者負担金は、その土地に対して１回限り賦
課されます。

受益者負担金の額
土地の面積１㎡あたり４９０円です。

◎収集休止期間にごみを出されると、集積所の周囲にごみが
散乱したり、悪臭が発生するおそれがありますので、年末
年始は、計画的にごみを出すようにしてください。
◎年末年始は、ごみの量や道路状況により、回収時間が遅れ
る場合がありますので、ご了承ください。
◎市指定ごみ袋に入りきらない大きさのごみは、粗大ごみ
　になりますので、ごみ処理施設「クリーンポート・きぬ」
　（☎ 43-8822）に直接搬入するか、シルバー人材センター
（☎ 44-3198）に有料戸別収集の予約をしてください。

◎年末は、ごみの搬入が大変多いため、早めに搬入してくだ
さい。
◎可燃ごみ・不燃ごみ・粗大ごみは、必ず分別してください。
◎年末は、受付窓口が混雑いたしますので、家電リサイクル
４品目のエアコン・テレビ・冷蔵庫・洗濯機の搬入は１２
月２２日（木）までに搬入願います。
◎家電リサイクル４品目の直接搬入の場合は、事前の郵便局
での手続きを忘れずにお願いします。

◎年末は汲み取り（特に浄化槽）の依頼が集中するの
で、早めに許可業者に依頼してください。ご協力を
お願いします。
◎平成１７年１２月２８日（水）午後３時から平成
１８年１月３日（火）までは、し尿受け入れ業務が
休止になります。

靖勠靖噌だむéだ大但ずがちぐ 年末のごみ収集の終了日（最終日）は、次のとおりです。
（年末年始のごみ収集休止期間は、ごみを出さないよう
にしてください。）

可　燃　ご　み 不　燃　ご　み
収集が㈪
㈭の地区

12月29日
㈭まで

収集が㈬
の地区

12月28日
㈬まで

収集が㈫
㈮の地区

12月27日
㈫まで

収集が㈯
の地区

12月24日
㈯まで

資　源　ご　み（カン・ビン）

高道祖 大宝
騰波ノ江

上妻・長塚
石の宮 下　妻 総上

豊加美
12月16日
㈮まで

12月26日
㈪まで

12月27日
㈫まで

12月28日
㈬まで

12月29日
㈭まで

■年始は、平成18年１月４日（水）以降、順次、収集を行います。

¨♀U％－U“?はぜぷだむéだ沸篤略匁

搬　入　日 搬　入　時　間 搬入できるごみ
12月23日㈮ 搬入休止（※搬入できません）
12月24日㈯ 午前９時～１２時／午後１時～４時 可燃ごみ・不燃ごみ・粗大ごみ
12月25日㈰ 搬入休止（※搬入できません）
12月26日㈪

午前９時～12時／午後１時～４時30分 可燃ごみ・不燃ごみ・粗大ごみ12月27日㈫
12月28日㈬
12月29日㈭ 午前９時～12時／午後１時～３時 可燃ごみ・不燃ごみ・粗大ごみ

【問い合わせ先】
　下妻地方広域事務組合・し尿処理施設
　「城山公苑」☎０２９７－４３－７２２１

有　害　ご　み 資　源　ご　み
蛍光管 乾電池 ペットボトル 古紙類
12月22日
㈭まで

12月22日
㈭まで

12月27日
㈫まで

12月29日
㈭まで

※高道祖地区の資源ごみ収集は、１２月２３日（金）が
祝日のため、１２月１６日（金）が年内最終日になり
ますので、ご注意ください。

◎１２月２３日（金）と１２月２４日（土）は休日で
すが、受け入れを行います。

◎ごみ搬入用の車両は、構内渋滞および事故防止のため２
トン車までとし、必ずシート等をかけてきてください。
◎家庭系パソコンにつきましては、平成１５年１０月１日
から製造業者が回収リサイクルを行うことになり、搬入
はできませんのでご注意ください。

【問い合わせ先】
　下妻地方広域事務組合・ごみ処理施設
　「クリーンポート・きぬ」☎４３－８８２２

◎粗大ごみ、エアコン、テレビ、冷蔵庫、洗濯機、パソコ
ン、医療廃棄物、ガスボンベ、消火器、農機具、自動車
部品（タイヤ・バッテリー等）、農薬、劇薬、火薬、塗料、
廃油、焼却灰、土、砂、石、ブロック、瓦、保温材、石
膏ボード、その他産業廃棄物は、ごみ集積所には出せま
せん。（※収集できません。）
◎ごみは、分別して、決められた日に出しましょう !

年末のごみの搬入日は、以下のとおりです。
１２月２２日（木）までは、通常どおりの搬入に
なります。（※搬入時間については、時間厳守でお願いします。）

■年始は、平成18年１月４日（水）から通常どおり搬入できます。

靖勠だや冶だ嗣é岱¡ぢぬ破ßず

例土地の面積が２６０㎡（約８０坪）の場合、納
　付していただく金額は、
　２６０㎡×４９０円 /㎡ ＝ １２７,４００円
　となります。

ふúやだ坪僮ヽU（U

のびゆく下水道

ﾘ!!ﾕ

詐¡魅詐¡魅
水の

下水道受益者負担金制度

會 楚旬 ¡んó インフルエンザに気をつけましょう !

環境保全課 内線 151～153
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下妻市の人口
-12月1日現在-

人　口　37,272 人（＋　1）
　男　　18,561 人（ - 15）
　女　　18,711 人（＋16）
世帯数　12,057 世帯（＋72）

前年同期との比較

11月の交通事故

発生件数　28 (27) 263 (284)

死　　亡　  1 (  0)　 5 (    3)

負　　傷　36 (37) 344 (374)
（　）内は前年度

-累計-

‘′》？％ゝU〉々

火災・災害の時
市役所などの行事や催し物

☎44-3111
☎43-4000

QR舜だ勇同:納期は 12月 26日です

〔税　　目〕　　　　　　　　　〔口座振替引落日〕　
固定資産税（第４期）　　　12 月 26 日　
国民健康保険税（第６期）   12 月 26 日
介護保険料（第６期）　　　12 月 26 日

◎市役所　　　　　　　　◎ネイチャーセンター
◎多目的研修館「砂沼庵」

下妻市・千代川村合併に伴い、次のとおり開庁式を開催
します。
【と　き】１月１日（日）
【ところ】本庁舎　　　午前１０時～
　　　　　千代川庁舎　午前１０時４０分～
【問い合わせ先】市秘書課　内線２０１・２０２

■新「下妻市」開庁式のお知らせ

■市役所等の年末年始休日
　および休館のお知らせ
１２月２９日（木）～１月３日（火）

◎市民文化会館　　　　　◎市総合体育館　
◎ふるさと博物館　　　　◎市立中央公民館　　　　
◎大宝地区公民館　　　　◎勤労青少年ホーム
◎働く婦人の家　　　　　◎市立図書館
＊市立図書館が休館中の返却は、ブックポスト（正面入
口西側）をご利用ください。また、ビデオ・ＣＤ・Ｄ
ＶＤは壊れやすいので、開館日に直接カウンターまで
ご持参ください。

１２月２８日（水）～１月４日（水）

11月号のお詫びと訂正
　５頁に掲載されました、「市民１人あたりの市税」のグラ
フ中、市民税「３万6,990円」を「３万6,897円」に、法人
「9,488円」を「9,485円」に訂正しお詫び申し上げます。
　また、14頁に掲載されました、「平成17年度県中学校新
人体育大会市内予選会」中、バドミントン　ダブルスの「飯
野有理美」さんを「飯野友理美」さんに、15頁の「第52回
下妻地区青少年防犯柔道剣道大会」中、小学校4年生の部　
第３位　福田拓巳「（下妻剣道教室）」を「（東部剣道教
室）」に訂正し、お詫び申し上げます。

日 月 火 水 木 金 土
Q
　  湖南病院

R
　  友愛記念
　  平間病院
　  ☎ 43-5100

S
　  西南医療
　  中岫産婦人科医院
　  ☎ 44-2438

T U
　  西南医療
　  のびのび遊びの広場
　  10:00 ～ 10:30
　  １歳児相談
　  13:30 ～ 13:50

V
　  
　  ぴよぴよ教室
　  10:00 ～ 10:30
　  1歳6か月児健診
　  13:00 ～ 13:15

W
　  西南医療

X
　  西南医療
　  渡辺クリニック
　  ☎ 43-7773
　  飯村歯科医院
　  ☎ 43-6557

Y
　  友愛記念
　  木村外科内科医院
　  ☎ 44-2527
　  西町歯科医院
　  ☎ 43-6155

QP
　  西南医療
　  元気アップ教室
　  9:30 ～ 10:30
　  わいわいプレイルーム
　  10:30 ～ 12:00

QQ QR
　  湖南病院
　 すくすく相談
　  13:30 ～

QS
　  
　  ５か月児健診
　  13:30 ～ 13:50

QT
　  友愛記念

QU
　  友愛記念
　  鯨井内科
　  ☎ 44-0088
　  飯塚歯科医院
　  ☎ 44-3830

QV
　  友愛記念
　  マタニティクラス
　  13:30 ～ 15:30

QW
　  西南医療

QX
　  
　  ＢＣＧ接種
　  14:00 ～ 14:45
　  乳児健診
　  9:15 ～　9:30

QY
@　 西南医療
　  結核・基本健診
(市保健センター)

　  9:30 ～ 11:30
　  13:00～ 15:00

RP
@　 
　  結核・基本健診
(市保健センター)

　  9:30 ～ 11:30
　  13:00～ 15:00

RQ
@:@西南医療

RR
　  西南医療
　  砂沼湖畔クリニック
　  ☎ 43-8181
　  中川歯科医院
　  ☎ 44-2765

RS
　  友愛記念

RT
　  西南医療

RU RV
　  湖南病院
　  1歳6か月児健診
　  13:30 ～ 13:50

RW
　  
　  ３歳児健診
　  13:30 ～ 13:50

RX
　  西南医療

RY
　  湖南病院
　  宇津野医院
　  ☎ 45-0311
　  下妻中央歯科
　  ☎ 43-6518

SP
　  西南医療

SQ
　  西南医療

●● QTQU
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心配ごと
相談

1月10日㈫　＊会場変更（本庁舎大・第3会議室）
　　　　　　 ＊法律相談（中央公民館２階和室）
1月17日㈫
1月24日㈫
1月31日㈫　
午後1時30分～3時30分（受付 午後1時15分～3時）

中央公民館1階和室 社会福祉協議会
☎44-0142

行政相談 1月20日㈮　午後1時30分～3時30分 中央公民館1階和室 秘書課 内線 202

人権相談 1月27日㈮　午後1時30分～3時30分 中央公民館1階和室 総務課 内線 213

納税相談 1月29日㈰　午前8時30分～午後5時 市役所1階収納課 収納課
内線 170～173

（予約制）

（困りごと）
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急な病気やケガのとき、
今診てもらえるお医者さんを探す

○インターネットでお医者さんを探す
　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/
○携帯サイトでお医者さんを探す
　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
○電話で探す（オペレーターによる案内）
　029-241-4199

茨城県救急医療
情報システム

千

千

千

◆◆休日在宅当番医◆◆
　‥休日医　　　午前9時30分～午後4時
　‥歯科休日医　午前9時～11時30分
在
歯

◆◆ 　‥小児救急当番医◆◆
月・火・木・土曜日　午後6時～翌朝8時
日・祭日　午前8時～午後6時
湖南病院：湖南病院（下妻市長塚48-1）☎44-2556
西南医療：茨城西南医療センター（境町2190）☎0280-87-8111
友愛記念：友愛記念病院（古河市関戸726）☎0280-98-3511

小

保　‥保健センター業務案内

夜間応急診療所：土・日・祝祭日（１月１日を除く）　午後７時から翌朝７時　☎ 43-1990

千　‥千代川保健センター業務案内
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女
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沢　
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男

加　
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崎
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男
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加
田　

英
彦　

彩さ　
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き　

女
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73
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田　
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郎　

88

　

峰　
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本　

人　
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小
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加　
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75
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宝　
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持　

好
二　

本　
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76
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柳　
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野　
　

彰　

治　

郎　

87
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江　
　

中
尾　

ま
き　

本　

人　
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ト
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人　
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木　

冨
倉
幸
重　

磯
山
政
次　

83

黒　

駒　

飯
村
義
一
郎　
　

忍　
　

49

二
本
紀　

石
島　
　

隆　

本　

人　

66

今　

泉　

猪
瀨
銀
一
郎　

本　

人　

89

加　

養　

西
村　
　

弘　

シ　

ゲ　

76

加　

養　

澤
邊　

七
郎　

本　

人　

78

加　

養　

芳
賀　

良
美　

本　

人　

49

肘　

谷　

木
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武
彦　

本　

人　

77
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